
 

 

 

 

 

6月１8日（木）5時間目、全校で防災教室を実

施しました。講師は、一般社団法人おもやい代

表理事であられる鈴木 隆太さん（武内町在住、

東禅寺住職、事務所は北方町）をお迎えして、

防災について考えました。 

- 以下、抜粋 - 

令和元年の武雄市水害がきっかけで「おもや

い」が誕生しました。自身も阪神淡路大震災で

ボランティアに参加して以来、海外を含めた場

所での支援活動や被災地 NGO協働センターで約

10 年勤務していた経験を生かして、2019 年の

水害発生時に地域の知人の支援を個人的に始

めました。「地元の人間として何かできること

はないか」と考えた鈴木さんは、地元で災害救

援に興味を持っている人たちを集めて情報交

換をしながら、自分たちに何ができるかを話し

合うようになり、その流れで民間のボランティ

アセンターとして発足したのが、現在のおもや

いです。「様々な住民の方の相談を受けている

うちに継続的な活動の必要性を感じるように

なり、一般社団法人として法人化しました」と

いうことでした。皆さんには、支援の大小は関

係なく、自分にできることを形や行動にしてほ

しいです。 

武雄市を安心して住み続けられる街にして

いくために家屋の清掃をし、生活改善の相談を

受けています。また、防災講座関連の様々な事

業を展開しています。まず、「自分や家族の命を

守ることは最優先で、私たちの災害救援活動は

いろいろな人たちとのつながり、その御縁で成

り立っています。被災をすると、避難生活では

様々な不自由が強いられます。いつ「助ける側」 

「助けられる側」になるかは分かりません。学

校生活で無理に仲良くする必要はありません 

 

 

 

 

 

 

 

が、「少し親切にする」「ちょっと声を掛ける」

「困ってそうだなとおもったときに手を差し

のべる」ことを大切にしてほしい」、そんな少し

のつながりを大切にできるようになってほし

いというお話でした。 

 毎日の生活で、私たちにもできる何かを見つ

けていきたいですね！ 

 地区中体連は、27日（土）から開催されます。

以下は各種目の会場です。生徒たちの健闘を大

いに期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校訓：至誠一貫 学校教育目標 ：自ら学び、自ら行動し、互いを認め合う生徒の育成 

 

高君 

令和 8年度西有田中学校だより 

第 7号（2026.6.22） 

文責：中尾 恵子 

入学式の式辞（一部抜粋） 

 

 

挑戦・仲間 
防災教室での講演内容 

頑張れ、地区中体連！ 

 返信欄   

（  ）年（  ）組 

 

生徒名（           ） 

 
 

 

 

 

 

切り取り線 

※学校ホームページには学校からのお知らせや

生徒の活動の様子を掲載しています 


